


























































































































館　　種 基礎学習領域 中核的学習領域 館種別学習領域
公立図書館
生涯学習論　　教育行政学
?､政策学
大学図書館 主題専門知識
図書館
﨣?w
高等教育論　　大学経営論
ｳ授学習法
学校図書館 教育学
表1　司書養成に必要な学習領域
　司書は様々な主題内容が記録されている情報資料を取り扱い、多様な主題の情報要求をもっ
た利用者を対象にしなければならない。そこで、3層構造の基底にあるのが主題専門知識であ
る。次にくるのが、司書にとって中核的な専門知識となる「図書館情報学」である。これらの
2層の上に館種に固有の主題専門知識がくる。この第3層の知識は、その館種の図書館がおかれ
ている環境や文脈、具体的にはサービス対象となる利用者の特性やその図書館が属している組
織に関するものである。なお、中核的学習領域である図書館情報学にどのような知識・技術を
盛り込むかについては、日本図書館情報学会による「情報専門職養成に向けた図書館情報学教
育体制の再構築に関する総合的研究」5）において検討されているので、ここでは館種に固有の
主題専門知識について取り上げる。
　司書に必要な知識・技術の検討にあたって重要なことは、表1に示したように、図書館情報
学に加えて、どのような主題専門知識を取り入れるかにある。公立図書館についていえば、学
校教育修了後の人々の教育・学習を支援するという重要な責務を果たすために、「生涯学習論」
があげられる。なお、これについては、図書館法施行規則で定められた司書養成に関する科目
に含まれている。さらに必要な分野として、公立図書館を設置している地方自治体の行政を理
解するために、「教育行政」、「公共政策学」があげられる。
　大学図書館の司書養成については、「高等教育」、「大学経営」に関する基本的な知識ととも
に、利用者となる学生の学習活動、教員の教授活動の支援のために、「教授学習法」に関する
知識をあげることができる。
　学校図書館については、現行の司書教諭課程における教育内容は、中核的学習領域である図
書館情報学の教育が十分とはいえない。そこで、他の館種の図書館と同様に、図書館情報学に
ついては共通とし、学校図書館に固有の学習領域として「教育学」（教員免許上に必要な科目
群を含める）を位置づける必要があろう。
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4．司書養成の目的と意義
　司書養成の主要な目的は、いうまでもなく、図書館において専門的業務にあたる職員の養成
にある。しかし、図3に示すように、司書養成の目的はより広く捉える必要がある。すなわち、
社会の知的基盤である図書館を支える人的資源の形成に寄与するという目的を掲げることがで
きる。
????? ????? ?????
知的基盤としての図書館を支える人的資源
　　　　　　（司書有資格者〉
図3　知的基盤としての図書館と人的資源
　図書館、なかでも公立図書館は、学校教育修了後の教育・学習を保障し、教育的機能を発揮
する機関として、その役割はきわめて重要である。経済学者のA．センは、「人間の安全保障」6）
という概念を提起しているが、図書館はこの人間の安全保障に大きく貢献することになる。人
間の安全保障とは、人間の「生存」と「生活」を守り、維持するものである。この人間の安全
保障において、センが不可欠なものとして重視しているのが「教育」である。「教育」は人間
の潜在能力を増大させるための中心的存在であり、不安や不安定な状況を訴え、また、それを
克服するうえで、基礎教育はきわめて重要であると指摘している。センは発展途上国の貧困問
題の克服を念頭においているため、基礎教育としての学校教育を重視しているが、高度情報社
会の現代においては、学校教育と同様に、あるいはそれ以上に、学校教育修了後の教育・学習
の保障が重要である。新たな知識が日々生産される現代社会では、学校教育修了後も学習を継
続し、最新の知識・技術を獲得できるかどうかが個人の生活と生存を左右することになる。そ
の意味で、公立図書館は、人間の安全保障という観点からも、学校教育修了後の人々の学習を
保障し、教育を支援する機関としてその重要性は高まっている。
　このように、司書養成の意義は、図書館の専門的業務に関わる直接的な人材の供給に限定さ
れるわけではなく、以上のような学校教育修了後の人々の学習と教育を支援するための知的基
盤としての図書館機能の形成に寄与することにもある。
　図書館活用能力の教育と司書養成とは別のことである、という議論がある。確かに、図書館
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に関する教育には、図書館を活用する側の教育すなわち利用教育や情報リテラシー教育と、図
書館サービスを提供する側の教育すなわち司書養成という二つの側面がある。このうち、知的
基盤としての図書館機能の形成に関わる人材の教育は、後者の司書養成の教育が担わなければ
ならない。司書養成のための教育は、図書館サービスを提供する側に立つ人材に必要な知識・
技術を教育するものである。知的基盤としての図書館機能の形成には、情報資料を選択・収集・
組織化する能力、組織化された情報資料を他者のニーズに合わせて提供する能力が必要になる。
つまり、図書館サービスを提供する側の知識・技術さらには倫理が求められるのである。この
ように、知的基盤としての図書館機能は、公立図書館や大学図書館という社会的組織による公
的な図書館活動のみで形成されるのではない。図書館サービスを提供する側の知識・技術・倫
理を身につけた人々が、身近にいる他者で問題を抱え情報資料を必要とする他者を支援する日
常的な活動によっても、図書館機能は形成されるのである。
おわりに
　司書養成のあり方について、わが国の現状を整理するとともに、司書有資格者を社会に供給
する社会的意義について見てきた。司書養成の在り方とその内容を考える上で重要なことは、
図書館は人々の学習・教育を支える社会的機関であるという点である。その意味で、司書につ
いては、社会の知的基盤である図書館の情報資源を背景にもった「学習・教育支援専門職」と
して位置づける必要がある。
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